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五牙
Jアl:t
プし
所
アジ
ア・
アフリ
カ文
化研
究所日
誌 所
幸
良
四月五
日
六七
年度研究員総
会。
①
新研究所長就任挨拶お
よ
び新
研究員紹
介
、併
せて
運営
委員を
互選
した。
(O
印運営
委員、
五十
音順)
市村某
三郎
(研究所長)
O飯塚勝重
(庶務)
O息回
一彰
( 企掴
・事業〉
O
倉内
四郎
ハ図
書)
佐
久
間鼎
佐藤
俊雄
高木宏
夫O
高橋統
一
(企画
・事業)
谷口一
房男
O千葉栄
(経理
)
鳥
羽正雄
内
藤智秀
野溝七生
福鎌忠恕
O船木勝馬
(紀要)
モl
ゼ
スU パl
グ森
川久次郎
②
一口同
橋統
一研
究員が
アフ
リ
カ調
査か
ら帰国し挨拶
を行な
った
。 ③一
九六
七年
度予
算配分
につい
て承
認。
④
研究
テ!
?につ
いて
は前年度
に引
続き
、「
アジ
ア・
アフリ
カ地域における宗
教儀
礼の比
較
文化的研究」
とする
こと
を
承認。
四月
一 一六日
第一
回運営
委員会。
研究
テ!
?につい
て
の理
解
を深
めるため
のシム
ポジ
ュウ
ム開
催を
決定、
詳細を
立案
検討。
図書予算
・研
究
調査費に
つい
て 使用方
法
を検討
、
研究所
庶務が
方大とな
った
ため
パー
トタ
イマー
採
用に
つい
て次
の
通り決
定。
採用者
・飯塚道子、
出勤目、
毎週月火土
(三
日間)
。
五月
一O
日
第
二回
運営
委員会。
文部省
助成金申
請に
つい
て書
類作成。
六月
一七
日
シムポ
ジュウ
ム
「宗教儀礼
の基
本的研究課題」
於東洋大学
一号
館一
階研修室、
詳細は
別掲参照。
終了後
第三
回運営
委員
会。
①
六六
年度年報
配布先
につ
いて
検討の
上決定
②図
書・
資料購
入中間
報告承認。
③シ
ムポ
ジ
ュウムの
反
省と
今後
の研
究会合
に
つい
て打
ち合せ
を行
な
った
。
七月
三一臼
第四回運営
委員
会。
昭和
四三
年度予算要
求の
ための
基本方針を
検討。
九月
一六
日
昭
和四三
年度予算要求書を
承
認、
事務
当局に提
出。
九月
三O
日 開催
予定
の公
開
研究
発表会
(高木宏夫研究員担当)
は学内事情
により延
期と決定。
一O
月一八
日
第六回運営
委員会。
一O
月三O日開
催予
定の公
開
研究発表会
(千
葉栄研
究員担当)
は学内事情
により
、
高橋統
一研究員担当
、
一二月六日
に変
更と決
定。
一一
一月六日
研究所所報
公開研究
発表会。
於ア
ジア
・ア
フリカ文
化
研究所
室。
高橋統
一研
究
員
「 東
アフ
リ
カか
ら帰
って
」
(ス
ラ イド
供
覧)。
詳細は
別掲参照。
終
了後第七回運営
委員会。
一九六
七年度
年報
発
行に
つき打
ち合せ
を行なう。
一月
三 一一日
公開
研究
発表会
。於ア
ジア
・アフ
リ
カ文
化研究所
室。
内藤智秀研究
員
「北
アフ
リカ
連邦問題l!
?グ
リブを
中心
とし
てll
」。
詳細は別掲参照。
第八回
運営
委員会
①年
報発
行に
ついて
の最
終案確認。
②
予算使用中間報告。
③一
九六
六年度
および
一九六
七年
度年報
の寄
贈先
追加の
件検討承認。
④統
一研
究
テ!
?に
つい
て討論の
結果、
「ア
ジア
・ア
フリ
カ地
域にお
ける
儀礼
の比
較
文化的研究」
とす
るこ
と
とし、
サブタイ
トルについて
各研究員
から
アン
ケートを
とるこ
とした。
三月六日
第九回運営
委員会
。
①一
九六
八年度
予算に伴なう人
事の件
を
検討承
認。
②
一九六
八年度研究
テ!
?を
深化
させるた
めの
アン
ケー
ト回
収に
つい
て討
議。
この
間
一九六七年度
研究
所年報
の校
正等を行な
った
。
三月
二一
一日
第十回運営
委員会。
一九六
八年度予算修正
要求案を検討、
同原案を
承認。
一九
六七
年度購入図書目録
〉同月間わ〉
〔』山
口戸山門吋
HC品目
ハHNm℃円FE〉
t守
口Eミ
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(円、。ロ仏Cロ
OH沙門色
白三〈­
MU同町田由)〉同門戸円山口
〉σ印片岡山口昨日
(〈c-・
5・
Z0・
NtJ1
c--
E・
20・
c
アフ
リ
カ研
究
(第
二t
五号
)
(日
本アフリ
カ学
会)
日本
アフ
リカ学
会報第
一二
号
(日
本ア
フリカ学
会)
人民
中国
(一九
六七
・四
t一九
六
八・三
)
新中国年鑑
一九
六七
(極東害応)
同族組織と村落
生活
(及
川宏著)
日 本近代化と宗
教倫
理
(ベ
ラl
著、
堀一
郎・池
田昭訳)
預言
者マホ
メ
ット
(嶋田襲平
著)
湖底
に消えた都
(ボ
リス"
ジ
ュ1
コ
フ著
、
加
藤
九件訳)
葬制の
起源
(大林
太良著)
トン
ガ王
国探
検記
(薮内芳彦著)
シム
ポ
ジュウ
ム・
日本
農耕文化
の起
源
(石田
英一郎・泉
靖一
一編
〉
六九
研究所 報
シム
ポ
ジュム
・日本国
家の起
源
(石田英
一郊一編〉
太陽
の帝
国イ
ンカ
(増
田義郎著)
ネパ
luN探
検紀行
(長沢和俊著)
音楽の
文化史
(橘西路著)
白木
神話
の起
源
(大林太良著)
老子
(山
田統著〉
仏尼
(増谷文雄著)
アマ
テ
ラスの
誕生
(筑紫申真著)
神さ
またちの季
節
(芳賀日出男
著)
中国古代
の科
学
(薮内清著)
砂漠と草原
の遺
宝
(香山陽坪著)
アジ
ア
・ア
フリ
カ国
際関係史叢書
一、
朝鮮中国
の民
族運動と国
際環境
一一 、
中
国を
めぐる国
境紛争
一ニ、
中束、
アフリ
カの国
際関係の
推移
(ア
ジ
ア
・ア
フリ
カ
国際関係研究会編)人類科学
一五
(九学会連合編)
宗教人類
学の基
礎理論
(エヴ
ァン
スH
プリチ
ャi
ド著、
佐々木
宏幹
・大森元士口訳)
牛と古
代人
の生
活
(佐伯有清著)
編見
の構
造
(我
妻洋、
米山俊直著)
南亜細
亜学報
第一
・ニ
号
(亜細亜
文化研究所〉
北亜細
亜学
報
第一
t一一一輯
(亜細亜文化研究所)
未解放部落
(塚原
美村著)
士族と士族
意識
(福地重孝著)
稲と
祭儀新嘗
の研
究
第三輯
(にいな
め研
究会)
近世
日本漁村
史の研
究
(荒居英次著〉
ソ連
邦に
おける結
婚と家族
(ア
Hエ
Hハ
ルチェ
フ著
、
寺谷弘
壬訳)
ナイ
ルとニジ
ュール
の閲に
(ト
イ
ンビ
l著
、
氷川
玲二訳
)
日本
神話
の研
究
(中野幡能著)
民族学関係
雑誌論文
目録
一九
二五
t
一九
五九
(日
本民族
学協会編)
日本
民族
学の
回顧と
展望
一九
六六
(日
本民族
学会)
ウイ
ッテ伯
回想記、
日露
戦争と
露西亜革命
(上
・中・下
〉
史料館所蔵
民族資料図
版目録
第一巻
、
日本
・沖縄編
ω
ハ文部省史料館)
七
0 
国連資料年鑑
一九
六五
・六
六
(京都国連
寄託図書館)
N・
悶・
関口足当巾日「
宮O門HRロ
叶円巾ロ門田印
』由主凹}回
開仏
ロロ白昨日
。ロ
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巧日目白目的u
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古
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切山宮山
om門知匂FM1
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切っ一
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間μO山田叩国品目。ロ
ロロ
仏∞同比三件
豆町《出口ヨ出}己七
やまと
邪馬台国
(新妻利久著)
西教東漸史
(山
口正之
著)
内陸
アジ
ア遊牧民
社会
(後藤富雄著)
ふた
つの
邪
馬台国
(山
口修著)
あ
が
と
き
年報
の創刊に
つづい
て順
調にす
べり
だした
一九六
七年度
の研究活動
は、
学内問題
の渦にまき
こま
れ、
とかく
停滞がち
でしたが
、
本年度
の年
報はたゆみ
なく
精力的な
研究を
つづけ
られ
てい
る高
橋研究員
の翻
訳を中心
に編
集
する
ことができ
ま
した。
研
究テ
17
「ア
ジア
・アフリ
カ
地域
における
宗
教儀
礼の比
較
文化的研究」
に関
する基
礎的研究
文
献とし
ての役
割を
はたし
てくれる
こと
と思いま
す。
アジア
・アフ
リカ
文化研究所
年報
ー一
九六
七年|
一九
六八年三
月二O日
一九
六八年三
且二
五日
発 印
行 刑
【非
売品
】
発編
行集
人兼
市
村
其
良E
印
日開岬
所
近藤
印刷株式会社
東京都文京区白山
一ノ
二ノ五
発
ノーイ丁
所
アジア
・アフ
リカ
文化研究所
東京都文京区白
山五
ノ二八ノニO
(東
洋大学内
)
